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川村先生の御退官を惜んで
武 隈 良 一
川村先生といえば,わ た しはいつ もデカル トのことばを思い出 します。そ
れとい うのは,デ カル トが 自著 「哲学原理」をエ リザベ ト王女に献上すると
き,次 のように言 って居 ります。
「ほとんどすべての人に見 られ ることなのですが,形 而上学にたず さわる
人は数学に恐れを抱 き,逆 に数学に熱心な人は形而上学について理解がない
のであ ります。 この両方に等 しく精通 しているのは,た だ殿下の知性だけで
あ り,こ のゆえに殿下はまことに比類なき方 と申 し上げるのであ ります。」
この点,川 村先生は東京高等師範学校では数学,っ ついて文理大では哲学
を修められ,務 台理作教授(1890-1974)の高弟 としてその俊英を認め られた
方であ ります。昭和19年10月小樽経済専門学校教授 として赴任され ました
が,わ た しが 御交誼を頂 くようになったのは 終戦後で,20年の秋頃か らで
あったと思います。
人間若い時代には文学または哲学に憧れるものですが,わ た しも後者に引
きず られ ました。その折良き先達 として,心 に残 る良き助言,感 銘深い数々
の話を して下さったこと今に忘れ られません。一般教養学科の数学の教官で
あったことの幸せが身に泌みま した。
先生の専門は カン ト哲学であ り,「純粋理性批判」にはじまる3つ の批判
　 　 　
書はいわば座右の書であった と思われますが,時 折わた しにカン トの思索の
強靱 さを語って下さいました。すべての哲学がカン トに流れ込み,そ してす
べての哲学がカン トか らは じまると言われている,カ ン トに私淑 している先
生が羨 しく思えました。
「人文研究」に次つぎと発表 された先生の論文を垣間見ている間に,先 生
の研究題 目は 「カン トの宗教哲学」であることが分 りました。 しか し小樽を
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離れてか らは先生の論文 に接す る機 会がな く,残 念に思 ってお りま したが,
一昨年(1974年6月)小 樽商大人文科学研究会発行 の先生 の著書 が送 られ て
きた とき,喜 び と 懐 か しさで 一杯 で した。 これは先生の ご苦心 の結 晶であ
り,わ た しに とっては有難 い啓 蒙の書 であ ります。 つい先 日九月に入 ってか
ら軽井沢へ学 生のゼ ミ指導に行 きま したが,昼 は セ ミナ ーハ ウスで確率論の
講義を し,夜 は宿で先生 の 「カソ トの宗教哲学」を読 んでい ま した。
カン トの著書 「単 なる理性の限界 内におけ る宗教」(DieReligioninner・
halbderGrenzenderblossenVernunft)はわた しに とって も若い時代 の
思 い出の書 であ ります。 そ の意味で先生の著書 の第6章(悪 について),第
8章(宗 教的理 想の実現)は 感銘を新たにす るものがあ りま した。
人間の性癖Hangは3つ の段階を もつ。第1は 人間本性 の脆弱性Gebre-
chtheit,第2は動機 の不純性Unlauterkeit,第3は人間心情の悪性B6sar-
tigkeitであ る。 この うちの第3こ そは,反 道徳 的格率 の積極的な行使であ
り,カ ン トに よって根本悪 とよばれ る ものであ る。
SiekannauchdieVerhehrtheit(pervefsitas)desmenschlichen
Herzensheissen,wei}siediesittlicheOrdnunginAnsehungder
TriebfederneinerfreienWillk廿rumkehrtund,.._.
「そ れ は ま た 人 間 心 情 の 顛 倒 と も称 さ れ る 。 何 と な れ ば,自 由 意 志 の
動 機 に 関 して 道 徳 的 格 率 を 顛 倒 す る か ら で あ る 。(川 村 訳)」
カン トは結局,悪 の概念の先験的演釈には成功 しなかった。 といって人間
を単なる自然性 とも悪魔的存在 ともきめつけることが出来ず,次 のように言
っている。
DerMensch(selbstderargste)tut,inwelchenMaximenes
auchsei,aufdasmoralischeGesetznichtgleichsamrebellischer-
weise(mitAufk{indigungdesGehorsams)Verzicht.
「人 間 は(最 悪 な る 者 と い え ど も)い か な る 格 率 を 採 る に もせ よ,道
徳 律 を い わ ば 叛 逆 的 に(服 従 の拒 否 を 宣 言 して)棄 却 は しな い 。(川 村
訳)」 と。
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これ以上の引用は身の程知 らず とな りますので差 し控えますが,カ ン トの
根本悪だけはいつの時代にも人間に とって大きな問題であることを思い,今
後も関心を持ちつづけるつ もりで居 ります。
小樽に居るときは,何 時でも先生に気軽に教えて頂けると思い,気 安す く
過 してお りましたのに,今 となっては,そ れの叶わぬこと甚だ残念でな りま
せん。
最後に,先 生の今後の御幸福を祈って拙ない筆をおきます。
(1976年9月21日)
